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■「長野県障がい者工賃向上計画」を策定しました！ 

 県では、平成 27 年度から 29 年度までの 3 年間を期間とする新たな工賃向上計画・「長野県障が

い者工賃向上計画」を策定しました。（内容は以下のアドレスからご参照ください） 

http://www.pref.nagano.lg.jp/shogai-shien/kenko/shogai/shuurou/documents/h27aratanakou

tinkeikaku.pdf 

本計画における平成 29 年度の目標工賃は、「長野県障害者プラン 2012」（計画期間：平成 24 年

度～29 年度）の目標額である月額 22,000 円以上としております。工賃実績は年々増加しています

が、障がいのある方が地域で自立した生活を送るための水準には届いていない状況であり、さらな

る引上げに向けて、事業所の工賃向上の取組を支援してまいります。 

なお、本計画では、「地域密着」、「多業種交流」、「行政との協働」を重点項目として、事業所、

行政、民間企業等が一体となった取組を推進することとしておりますので、御協力よろしくお願い

します。 

 

■ 「工賃向上に関するアンケート調査」に御協力いただきありがとうございました！ 

  先月、平成 28 年度の予算編成の参考とするため、就労継続支援Ｂ型事業所を対象に「工賃向上

に関するアンケート調査」を実施いたしまた。今後必要とする支援策として、多くの事業所が「地

域（企業・商工会・行政等）との連携強化」を挙げており、来年度以降の福祉就労強化事業の方向

性がはっきりしてきたと感じました。アンケート調査の結果は、別紙のとおりですので、御高覧願

います。御協力いただきました事業所の皆様、大変ありがとうございました。 

 

■ 12月3日から9日は「障害者週間」です！ 

国では障害者基本法を踏まえ、障がい及び障がいのある方に対する国民の関心と理解を深めると

ともに、障がいのある方が社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲

を高めることを目的として、毎年12月3日から9日までの1週間を「障害者週間」として定めてい

ます。県では、今年度、以下の活動を通じて県民の皆様の理解促進を図ってまいります。 

○JR長野駅、松本駅での街頭啓発キャンペーン（12月3日） 

○長野県障がい者文化芸術祭～優秀作品展～（11 月 7 日～3 月 20 日、県下 5 会場） 

○地域で暮らそうフォーラム 2015（12 月 18 日～19 日） 

○信州あいサポートフォーラム 2015（12 月 19 日） 

なお、「地域で暮らそうフォーラム 2015」と「信州あいサポートフォーラム 2015」の詳細につ

きましては、別添の開催チラシのとおりですので、大勢の皆様の御参加をお願いします。 

 

  

障がい者優先調達 NEWS 
～そのお仕事、障がい者就労施設に発注できませんか？～ 

VOL.26 平成 27 年 11 月 6 日発行 

（奇数月第 1 金曜日発行予定） 

長野県 健康福祉部 障がい者支援課 

TEL：026-235-7105（直通） 

FAX:026-234-2369 

E-MAIL：fuku-jiritsu@pref.nagano.lg.jp 

http://www.pref.nagano.lg.jp/shogai-shien/kenko/shogai/shuurou/documents/h27aratanakoutinkeikaku.pdf
http://www.pref.nagano.lg.jp/shogai-shien/kenko/shogai/shuurou/documents/h27aratanakoutinkeikaku.pdf
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信濃町では、町立信越病院で使用している寝具

のクリーニングを長野市に所在する重度障害者

多数雇用事業所に発注をしております。 

いつも丁寧に仕上げていただいており、病院関

係者はもちろん、利用されている患者・家族から

の信頼が厚い事業所さまです。 

平成26年度実績は合計589万円で僅かながら目

標額（615万円）に届きませんでしたが、県内全

市町村では全体で4位、町村レベルでは1位の調達

実績でした。 

今年度は目標金額（605万円）を達成できるよう、取り組んでまいりたいと思います。 

http://www.town.shinanomachi.nagano.jp/untitled994495.html 

 

 

 

 

 

 

 

佐久市では、国が示した基本方針の概要に  

基づき、庁内への周知徹底を図り、分野を限

定することなく障害者就労施設等への発注

に取り組んでおります。平成26年度は、保育

園の給食や各種イベントの記念品等の物品

調達として約175万円、公園や市役所庁舎の

清掃業務などの発注で720万円程の実績とな

りました。トータルで895万円超にものぼり、

県内市町村では最多額の取組となりました。 

市のホームページでも障害者就労施設等

が取り扱っている物品等の情報を掲載する

とともに、ＰＲのために定期的に市役所内販

売会を開催し、積極的に情報発信に取り組んでいるところです。 

平成27年度は、前年度を上回る900万円を目標として庁内挙げて邁進してまいります。 

http://www.city.saku.nagano.jp/kenko/fukushi/shogaishafukushi/shisaku/yusenchotatsu.h

tml 

 

市町村等の取組紹介 

目標を大きく上回る調達実績を達成！～信濃町の取組～ 

 

信濃町 住民福祉課 TEL：026-255-3111（代） 

県内市町村ではトップの調達実績～佐久市の取組～ 

佐久市 福祉課 TEL：0267-62-2111（代） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（市役所内で開催している共同販売会の様子） 

（大きなシーツもきれいに仕上げていただいており

ます。） 

http://www.town.shinanomachi.nagano.jp/untitled994495.html
http://www.city.saku.nagano.jp/kenko/fukushi/shogaishafukushi/shisaku/yusenchotatsu.html
http://www.city.saku.nagano.jp/kenko/fukushi/shogaishafukushi/shisaku/yusenchotatsu.html
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施設名 ‘Ｓ’クリーンネス 所在地 松本市蟻ヶ崎 1-1-18 

電話番号 0263-38-0201 FAX 0263-38-0202 

施設種別 就労継続支援Ｂ型 E-mail s-cl＠shironishi.or.jp 

URL  担当者名 島田 順貴 

＜NPO法人 長野県セルプセンター協議会 事業化推進員からの一言＞ 

地方事務所、学校等から毛布、ソファー肘掛、イベント法被等のクリーニングを受託しております。 

クリーニングをメインに施設の清掃活動にも積極的、且つ、丁寧に取り組んでおりますので、地方公

共団体様等からの益々のお声掛けをお願いいたします。 

                                     担当：油野 壮一 

＜事業所からのＰＲ＞ 

「‘S’クリーンネス」は、社会医療法人城西医療財

団を母体法人として、平成 25年 11月に事業所指定を

受け、丸 2年を経過しました。現在、利用登録されて

いる方は 20名。『クリーニング』と『委託先施設での

清掃』作業を中心に、皆さん一人ひとりが目標を持ち、

自己実現に向けて日々作業に取り組んでいます。   

また、定期的に茶話会を開いたり、日帰り旅行とい

った行事も行いながら、コミュニケーションを深め、

親睦の輪を広げています。 

‘S’クリーンネス～ 一人ひとりの「働く」を考えながら ～ 

施設の取組紹介  

お客様からお預かりした大切な衣類を丁寧

に仕上げます。経験を積み重ねて、クリー

ニング師の資格を取得した利用者もいま

す。 

委託先の施設に出向いて清掃作業をしてい

ます。利用される方が施設を快適に利用で

きるように、丁寧に取り組んでいます。 

 

 

 

≪クリーニング≫ ≪委託先施設での清掃≫ 

◎クリーニングの品物をお受けしています。家庭や会社で洗濯にお困

りの物はありませんか？価格についても見積りさせて頂きますの

で、是非、ご連絡ください。 

 ◎平成 26 年から、松本市の歴史ある取組「花いっぱい運動」の「花

フラワーコンテスト」へ参加しています。昨年・今年と 2 年続けて

入賞を果たし佳作賞を頂いています。 
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【問１】 貴事業所における工賃向上に対する考え方はどれですか 

（回答は１つ）（ｎ＝160） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工賃向上に関するアンケート調査結果 

 

【調査主体】 長野県 健康福祉部 障がい者支援課 

【調査方法】 メールによる配布と回収 

【調査期間】 平成 27年 10月 15日～23日 

【調査対象】  就労継続支援Ｂ型事業所 236所（平成 27年 10月 1日時点） 

【回収数】  160所（平成 27年 11月 2日時点） 

【回収率】  67.8％ 

１ 工賃向上は

必要であり、積

極的に取組んで

いきたい 

42% 

２ 工賃向上は

必要であるが、

無理をせず取組

んでいきたい 

47% 

３ 必要な考え

方ではあるが、

取組むのは困難

である 

11% 



2 

 

【問２】（【問１】で「３」、「４」と回答された方） 

「取組むのは困難である」「必要ではない」という理由は何ですか 

（回答は３つまで）（ｎ＝45） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜7 その他＞の内容 

・基本的な収入が少な点に本来問題点がある。工賃向上が障がい者の方の収入アップにつな

がらないと意味がない。１万円の工賃が２万円になっても意味がない。 

・作業量、工賃に拘り過ぎると通所しなくなってしまい、作業所の運営そのものが成り立た

なく成り得る。 

・利用者が増加し、その分平均の金額が下がってしまう。当事業所では、平成２６年度月平

均額が 13,000 円で年間 156,000 円になるため、一人増えるごとに 156,000 円上げていく

ことが必要ではあるが現実的に難しい。 

1 

7 

14 

6 

2 

12 

3 

0 2 4 6 8 10 12 14 16

１ 利用者や家族が工賃向上を望んではいな

い 

２ 工賃向上に向けた作業指導よりも、生活

支援を優先する必要がある 

３ 作業力が低い利用者もおり、現実的には

無理 

４ 景気の状況により、売り上げを伸ばすこ

とができない 

５ これ以上作業に係るコストを削減できな

い 

６ 作業量を増やすと職員の負担も増加し、

結果的には利用者の処遇にも影響を及ぼし… 

７ その他 
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【問３】長野県が工賃向上を図るため、平成 20年度から委託事業として実施している「福祉就労強化

事業」の有効性は、貴事業所にとってどの程度ですか       

（回答は１つ）（ｎ＝160） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問４】（【問３】で「１」、「２」と回答された方） 

役立っている」という、具体的なメニュー（事業）は何ですか 

（回答は３つまで）（ｎ＝275） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜８ その他＞の内容 

・以前にあったリーダー研修 

１ 非常に役立っ

ている 

28% 

２ 多少は役立っ

ている 

49% 

３ あまり役立っ

ていない 

19% 

４ 全然役立って

いない 

4% 

62 

8 

40 

10 

47 

79 

26 

3 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

１ 事業化推進員の配置 

２ 福祉就労コーディネーターの配置 

３ 共同販売会等の企画 

４ 共同受注窓口ホームページの開設 

５ 民間の専門技能活用支援事業の実施 

６ 工賃向上セミナーの実施 

７ 農業就労チャレンジ事業の実施 

８ その他 
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【問５】「事業化推進員」の有効性はどの程度ですか 

（回答は１つ）（ｎ＝160） 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問６】（【問５】で「１」、「２」と回答された方） 

具体的に「役立っている」という理由（支援）は何ですか 

（回答は３つまで）（ｎ＝237） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜８ その他＞の内容 

・新規事業所ということでお話を聞きに来てくださった。 

１ 非常に役

立っている 

27% 

２ 多少は役

立っている 

39% 

３ あまり役

立っていない 

26% 

４ 全然役立っ

ていない 

8% 

34 

9 

22 

43 

25 

36 

66 

2 

0 10 20 30 40 50 60 70

１ 工賃向上計画の作成及び実行上のアド

バイス等の支援 

２ 自主製品開発の支援 

３ 販路開拓の支援 

４ 企業・行政等からの新規事業の受注等

の支援 

５ 事業所間連携の支援 

６ 共同販売会等の実施に係る支援 

７ 様々な情報提供に関する支援 

８ その他 
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【問７】工賃向上を図るため、貴事業所で今後必要とする支援策はどのようなものですか 

（回答は３つまで）（ｎ＝426） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜10 その他＞の内容 

・作業技術支援 

・事業内商品やサービスの販路や営業面について、BtoBにつなげる中間支援 

・設備投資に係る補助（民間助成とは別に） 

・利用者に適した作業種（自主製品含む）の開拓 

・現状では工賃向上は厳しいと考えています。今後の取組について整理中です。その後相談。 

・受注単価交渉のノウハウ 

・民間の専門技能活用支援の継続。（新商品開発、開発経費、専門技能の活用等） 

・施設事業設備の充実のための強力な財政的な支援（高額助成や低利貸し付けなど） 

・工賃アップに係る支援員の採用育成支援 

・スーパー等の販売先の開拓方法、販売先の提供 

・行政サイド等からの農業分野の優位性のアピール 

66 

54 

15 

26 

74 

26 

8 

26 

121 

10 

0 20 40 60 80 100 120 140

１ 下請業務役務サービス等の仕事の斡旋 

２ 共同販売会等の販売機会の提供 

３ 専門家（経営面）の派遣 

４ 専門家（デザイン・技術面）の派遣 

５ 自主製品等のPR活動 

６ 研修会の開催 

７ 工賃向上計画の作成 

８ 農業分野における就労支援 

９ 地域（企業・商工会・行政等）との連携

支援 

10 その他 



 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

☆2015年 12月 18日（金） 13：00～22：00 

☆2015年 12月 19日（土） 19：00～12：00 

《受付：18日 12:30～／19日 8:30～》 
 

会 場  長野市若里市民文化ホール

      ホテル国際 21
 

 

 

 

主 催  地域で暮らそうフォーラム 2015！実行委員会 
 

共 催  長野県 
 

 

 

 

★12月 18日(金) 13：00～14：00  会場：若里市民文化ホール (１Fホール) 

『おらほの日常 ～見ておくんな、おらほの生活～』 

 

～資料代～ 
一般：3,000円(2日間：1日でも同額) 

障がい者・学生：1,000円 
※交流会・ナイトセッションに係る費用は別途 



【 】 
 会場：若里市民文化ホール (２F 会議室 1～4 ・ 特別会議室 B ・ 1Fホール) 

 ※参加人数の状況により希望に添えない場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★第 1分科会：「誰のための就労アセスメント？もちろん・・・!!」  
●～就労アセスメントの意義とその活用～ 
★基調講演   香月 敬 氏（厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害保健福祉課 就労支援専門官） 

★シンポジウム＆セッション 「就労アセスメントを実践して良かった～安曇野の実践～」 

 シンポジスト    平林 真由美 氏 (安曇野市社会福祉協議会 豊科じゃんぷ) 

城之内 高明  氏 (安曇野市福祉部福祉課) 

高山 比呂志 氏 (安曇養護学校進路指導主事) 

アドバイザー     香月 敬   氏  (厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害保健福祉課 就労支援専門官） 

コーディネーター   丸山 哲   氏 （高水福祉会） 

 

★第２分科会： 入所施設を使いこなす 
●こんな利用をしています！～入所支援のあり方、使い方～  
コーディネーター：赤羽 信行 氏(四賀アイアイ管理者) 

事例①「(仮)セーフティーネットとしての施設利用(DVや虐待からの避難)」 発表者：滝澤祐治氏(南原苑) 

事例②「(仮)在宅生活が困難なケース(限られた空間なら安心)」発表者：松澤陽子氏(ほっとすまいる) 

事例③「(仮)触法、刑務所退所、社会に戻る(出所の足掛かり、そして地域へ)」発表者：笠原立子氏(救護施設八ヶ岳寮) 

事例④「入所での暮らしを足掛かりに今地域生活中」発表者：勝又小百合氏(喬木悠生寮) 

事例⑤「家族のレスパイトとしての利用、短期入所たくさん使っています。でも母との暮らしを続けたいから」 

    発表者：林邦俊氏(この街相談支援センター) 

事例⑥「地域生活定着支援センターから見る入所施設の利用の仕方」発表者：小池正志氏(地域生活定着支援センター) 

★第３分科会： 高齢精神障がい者の地域移行支援について考察する 
●～集って考えよう。分野を超えた支援のあり方～ 

★講演会 「高齢精神障がい者の地域移行を推進するために」 

講師：宮部 真弥子 氏（公益社団法人日本精神保健福祉士協会副会長） 

(富山県 脳と心の総合健康センター内 和敬会生活支援センター) 

 

★シンポジウム 「“地域で暮らしつづけたい”を支える ～高齢の精神障がい者の地域生活を支えていくには～」 

シンポジスト(予定)：地域包括支援センター、グループホーム事業所、相談支援専門員 

   コーディネーター：板倉 重彦 氏(長野りんどう会／長野県精神保健福祉士協会副会長) 

★第４分科会： 長野の「地域で暮らそう」 今日まで、そして明日から 
●～この 20年のアラカルト、てんこ盛り 座談会～ 
★座談会メンバー 
    小林 彰 氏（かりがね福祉会理事長 フォーラム実行委員長） 
    宮下 智 氏（明星学園総園長 長野県知的障害福祉協会会長） 
    山田 優 氏（福島県被災地における障害福祉サービス基盤整備事業アドバイザー 
           派遣事業事務局  元西駒郷地域生活支援センター所長） 
座長：福岡 寿 氏（高水福祉会参与、日本相談支援専門員協会顧問） 

★第５分科会： 強度行動障がいの方々を地域でどう支えていくか？ 
●～袖ヶ浦の事件から～ 
★基調講演 「袖ヶ浦の事件について」 

講師：佐藤 彰一 氏（弁護士） 

★シンポジウム 「強度行動障がいの方々を地域でどう支えていくか…」 

シンポジスト：佐藤 彰一 氏(弁護士) 

       志賀 利一 氏(のぞみの園) 

       岸田 隆  氏(長野県発達障がいサポートマネージャー) 

   コーディネーター：斉藤 勝彦 氏(高水福祉会) 
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入場無料

長野県 人権・男女共同参画課
☎026-235-7106（直通）
長野県 障がい者支援課
☎026-235-7108（直通）

お問い合わせ先

【展示】　10：00～１６：００
・長野美術専門学校ポスタープロジェクト作品
・長野県人権啓発センター巡回パネル
・長野県犯罪被害者支援センターパネル

主 催：長野県人権啓発活動ネットワーク協議会
　　　　　 （長野地方法務局、長野県、長野県教育委員会、長野県人権擁護委員連合会） 

　　　 長野県、長野県障がい者社会参加推進センター
　　　　　　　　　　　（社会福祉法人長野県身体障害者福祉協会）

協 力：長野エフエム放送 、 ＭＩＤＯＲＩ長野　　
　　　　　　　　

【 ケーズタウン若里 1F 】

※手話通訳・要約筆記あり　※託児あり（要予約）

障がいのある人もない人も
共に生きる社会をつくるために

ＦＭ長野 「Ｓaturday Ｄ」 
 公開生放送（11:00～12:00）1１:00

1３:30

1４:30

1５:30

12:30

1１:30

13:00

14:00

15:00

16:00

12:00

タイム
テーブル

【展示】
・パネル展示：多文化共生、こども、高齢者、障がい者、
　　　　　　信州ACEプロジェクトなど
・信州のアール・ブリュット展

13:00～
全国中学生人権作文コンテスト
長野県大会/長野地区大会 表彰式、朗読

15:30～16:00　鼎談（ていだん）：
「見方が変われば、社会が変わる」
　為末 大 さん、ほか２名

障がい者が働く事業所による物品の販売（12:00～13:30）
販売品目：パン、お弁当、ケーキ、クッキーなど
マイバックをご持参の上、お買い求めいただくとともに、
昼食としてお召し上がりください

【 若里市民文化ホール 】 【 ＭＩＤＯＲＩ長野 りんごのひろば 】

※定員５００名　事前申込不要・当日先着順

12:15～１３:３０
清泉女学院短期大学
笑顔クリエイターズによる遊びスクエア
（パフォーマンスの体験コーナー、紙芝居の実演など）

講師 為末 大 さん
「スポーツから考える
         障がいの未来」

14:00～15:20　講演会
信州あいサポートフォーラム2015

ライブゲスト
湯澤かよこ
長野県伊那市出身

トークゲスト
つかはらしげゆき
清泉女学院短大講師・道化師

ＭＣ：高寺直美アナ

1１:00～　ＦＭ長野
 「Ｓaturday Ｄ」  公開生放送

※手話通訳あり



若里市民文化ホール会場では託児希望の方、障がいのある方への対応を行っています。
※託児をご希望の方へ
　11月30日（月）までに、県人権・男女共同参画課（TEL026-235-7106）へ申し込みください。
※障がいのある方へ
・障がい者用駐車スペース、車いす用客席、手話通訳、要約筆記の用意がございます。
・その他の対応が必要な場合は、11月30日 ( 月 ) までに下記連絡票に記入して長野県障がい者社会参加推進センターへお送り
　ください。（FAX026-228-8006へ送信するか、同様の内容を nagasin@avis.ne.jp へ E-mail でお送りください。）
・連絡票の提出により、入場できることを確約するものではありません。ホールの座席には限りがございます。
　(先着順となりますので、御了承ください。)　また、必ずしもご希望に添えない場合があることをご了承ください。

ＮＨＫ前 上千田長野赤十字病院前

ホクト文化ホール東

芹田小学校北

北市

荒木

南部小学校北

長野駅東口

栗田北中
中御所

中御所北

若里公園
ホクト文化ホール

ビッグハット

至長野大橋

R18

至丹波島橋

信州大学工学部

長野駅

ＭＩＤＯＲＩ長野

ケーズタウン若里

若里市民文化ホール

会場案内

お知らせ

【車でお越しの方】
・長野 I.C. もしくは須坂長野東 I.C. から２０分
・国道１８号線上千田交差点から西へ５００m
・国道１１７号線荒木交差点から東へ１０００m

※若里多目的広場駐車場をご利用ください。
※障がい者用駐車スペースとして若里市民文化ホール
　東側駐車場をご利用ください。
　　

連絡票　▶FAX送信先：026-228-8006

お名前

配慮を希望
する内容

連絡先電話番号

NHK
長野
放送局

ビックハット

若里市民
文化ホール

人権フェスティバル2015
信州あいサポートフォーラム2015

※記載された情報は、本フォーラムに関する目的のみに利用し、その他の目的には利用しません。

社会福祉
総合センター

八十二
銀行

水野美術館

若里多目的広場駐車場

カウボーイ家族

P
駐車場

P
駐車場

駐車場のご案内

障
が
い
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス

ケーズタウン
若里

■ＭＩＤＯＲＩ長野  

■若里市民文化ホール

■ケーズタウン若里

若里多目的広場駐車場

長野市若里３－２２－１

長野市若里３－２２－２

長野市南千歳１－２２－６




